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■営農情報だより　野菜４品目　新規生産者募集のお知らせ
■令和７年　ＪＡ歌壇・俳壇年間賞発表
■地区組合員総集会開催のお知らせ

特集 ❶運営委員会が開催されました
特集 ❷ＪＡ木曽 自己改革工程表令和 7年度の取り組み
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※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

福祉施設へ米・タオルなど寄贈
　ＪＡ木曽と同女性部は、木曽郡内の高齢者や障
がい者などの６つの福祉施設へＪＡ役職員と女性
部の役員が訪問し地元産の米計60キロやタオル
約400枚を贈りました。寄贈は今回が25回目で、
木曽郡農産物品評会に出品された農産物をA・
コープきそ店で販売した売上金などで米を購入。
タオルは女性部員が家庭などで不要となった物を
提供してもらい、ＪＡの役職員へも声をかけ、昨
年を上回る量が集まりました。
　１月15日に上松町の木曽寮へＪＡの亀子組合

木祖村　サニーヒルきそ木祖村　サニーヒルきそ 上松町　木曽寮上松町　木曽寮 南木曽町　木曽あすなろ荘南木曽町　木曽あすなろ荘

長と出口女性部長が施設代表へ届けました。木曽
社会福祉事業協会の田上昭彦理事長が木曽寮、上
松荘、木曽ねざめ学園３施設を代表して受け取り
「入所者の楽しみは食事であり、お米もタオルも
本当にありがたい」と感謝。亀子組合長は「食は
命の源。ささやかな活動だが細くとも長く続けた
い」と話しました。同日にサニーヒルきそ（木祖
村）となんてんの里（木曽町三岳）へ、13日に
木曽あすなろ荘（南木曽町）へ届けました。

木曽地域食育フォーラムへ参加
　１月20日　木曽地域食育フォーラムが開催されました。長野
県の食育推進計画に基づき連携して地域の食育推進を図ることを
目的に、行政・関係機関で構成されている木曽地域食育連絡会と
木曽保健福祉事務所が毎年開催しています。今年のテーマは「木
曽地域の食を次世代につないでいこう」で、ＪＡと女性部は令和
７年に行った食に関する取組を展示で紹介しました。

ＪＡ共済　書道・交通安全ポスターコンクール
南木曽中学校４年連続で学校賞を受賞　管内で４人が入賞　29人が入選

　令和７年度のＪＡ共済小・中学生書道・交通安
全ポスターの長野県コンクールに木曽管内から書
道56点、ポスター39点、合計95点の応募をいた
だきました。
　審査の結果、交通安全ポスターの部で南木曽中
学校１年生松原遥音さんが金賞及びＳＢＣ賞を受
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賞、管内で銀賞と銅賞に１人ずつ入賞し６人が入
選しました。また、南木曽中学校が４年連続の学
校賞受賞となりました。書道の部ではグリーン賞
に１人入賞し、23人が入選しました。
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　ＪＡ木曽では市場出荷を目的とした振興品目として取り組んでいる「ミニトマト」・「黄なんばん」・
「ピーマン」・「モロッコインゲン」の生産者を募集しています。
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。

●
政
広
さ
ん
…
大
霜
の
朝
は
し
ん
と
し
た
雰
囲
気
を
感
じ
る
。
警
笛
も
き
っ
と
透
き
通
っ
て

聞
え
る
と
思
う
。

●
孝
治
さ
ん
…
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
浮
遊
す
る
虫
。
息
に
ま
で
左
右
し
て
初
冬
の
頃
の
不
可

思
議
な
虫
。

選
者
の
一
句

  

松
が
枝
を
明
し
て
昇
る
初
日
の
出

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選
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⌇
⌇
⌇
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⌇
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⌇
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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「
達
者
」
一
番
金
持
ち
二
番
百
歳
ま
で
生
き
た
姉
の
口
癖木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

暖
冬
に
四
季
の
変
り
目
薄
れ
た
り
鳥
は
季
節
を
何
に
悟
る
か

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

山
荘
の
戸
締
り
全
て
に
思
ひ
込
む
最
後
の
仕
事
か
足
取
り
軽
し

日　

義　

倉　

本　

惠　

子

父
と
な
り
し
隣
家
の
君
は
わ
が
膝
に
ほ
に
ょ
り
と
笑
ま
ふ
嬰
児
抱
か
す

新　

開　

池　

井　

十
与
子

「
星
に
願
い
を
」
ピ
ア
ノ
に
奏
づ
る
孫
の
コ
ン
サ
ー
ト
上
達
せ
し
と
う
つ
と
り
と
聴
く

開　

田　

梅　

戸　

幸　

子

元
気
で
と
思
ひ
を
込
め
て
友
編
み
し
帽
子
は
冬
の
星
夜
に
温
し

三　

岳　

大　

豆　

ふ
み
子

求
め
来
し
ケ
ー
キ
供
ふ
る
ひ
と
り
居
の
七
十
回
目
の
結
婚
記
念
日

大　

桑　

科　

野　

八　

重

つ
む
じ
風
枯
葉
舞
い
上
げ
空
に
満
つ
わ
れ
は
息
飲
み
見
上
げ
る
ば
か
り

大　

桑　

髙　

橋　

志
げ
子

東
京
の
人
を
挑
介
館
に
案
内
し
て
客
の
喜
び
は
我
の
喜
び

南
木
曽　

小　

椋　

シ
ガ
子

氷
柱
折
る
こ
と
を
楽
し
む
孫
た
ち
の
都
会
暮
し
に
溜
息
混
じ
る

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

和　

子

佳　

作

【
選
評
】
①
二
〇
二
五
年
の
新
語
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
、
高
市
総
理
大
臣
の
就
任
の
詞
に
触
発
さ
れ

て
の
作
品
で
、
作
者
の
生
き
て
来
た
実
感
が
詠
わ
れ
、
胸
を
打
つ
。
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
働

い
た
世
は
過
去
と
な
り
ゆ
く
感
が
す
る
。

②
冬
の
夜
長
を
ご
夫
婦
で
過
ご
さ
れ
、
御
子
息
様
を
思
い
遣
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
、
し
み

じ
み
と
し
た
味
わ
い
が
あ
る
。「
寒
雷
」「
夜
勤
」
が
寂
び
の
あ
る
語
句
で
効
い
て
い
る
。

③
八
十
歳
に
し
て
、
若
き
日
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
思
い
出
し
、
胸
が
熱
く
な
る
作
者
。
ま
だ

ま
だ
お
若
い
で
す
ね
。「
フ
ァ
イ
ト
・
フ
ァ
イ
ト
」

秀　

作

①

働
い
て
働
い
て
な
お
働
い
て
総
理
の
こ
と
ば
に
若
き
日
重
ぬ

日　

義　

越　

取　

思
正
子

②

寒
雷
を
聴
き
て
ゐ
る
か
と
夜
勤
す
る
息
子
を
妻
は
ふ
と
語
り
初
む

兵
庫
県
明
石
市　

小　

田　

慶　

喜

③

傘
寿
な
り
青
春
ず
う
と
遠
く
な
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
記
憶
が
熱
い

大　

桑　

生　

路　
　
　

聰

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［≪４月号掲載作品を募集中です≫編集の都合により、２月末日までの到着はがきにて選考いたします。］



運営委員会が開催されました
皆さまからのご意見に、お答えします。

&Q A

特集❶

　このほか各地区のミニＪＡ祭開催、窓
口ＡＴＭ取引に関するご要望・ご質問な
ど多くのご意見を頂戴しました。
　組合員の皆さまには今後も地区総集会
などへご参加いただき、ＪＡ事業に対す
る貴重なご意見をお願い申し上げます。

　組合員・各組織・地域の皆さまなどの意見を集約し、組合運営や活動に反映することを目的に
地区ごとに運営委員会が設置されています。令和７年10～12月に９地区で運営委員会を開催し、
合計116人の出席がありました。主なご意見・ご要望についてＪＡの回答を報告いたします。

農薬の使用に関する事前説明
会を開催してほしい。

意見・要望QQ
稲作は現地指導会、小物野菜については品目ごとの栽培講習会で説
明しています。その他の品目は営農指導員が要望に応じて個別対応
いたします。ぜひＪＡへの出荷もお願いいたします。

回　答AA

育苗センターで高温対策の苗
品種変更は検討しているか。

意見・要望QQ
「虹のきらめき」を検討していますが種子の確保が難しい状況です。

回　答AA

ＡＴＭを使用できない日が
あったが、事前周知をしっか
り行ってほしい。

意見・要望QQ
ＡＴＭブースや金融窓口でお知らせをしていますが、さらにお知ら
せをいたします。ＪＡの公式ＬＩＮＥからもお知らせが届きますの
で登録をお願いします。　

回　答AA

カメムシの防除がうまくいか
ない。

意見・要望QQ
防除適期前に広報誌の営農情報だよりに掲載していきます。又、春
夏開催の稲作現地指導会でも説明します。田んぼや稲の様子をよく
観察して対処し、好天時に農薬散布を２回実施しカメムシ被害が少
なく良い収穫となった生産者等の情報も発信いたします。

回　答AA

正組合員と准組合員は何が違うの？
　ＪＡは地域に暮らす皆さまがどなたでも参加できる開かれた組織です。農業者以外の方も組合員
になることができます。

正組合員
ＪＡ木曽地区管内で農業を営んでいる人（団体）
※耕作面積５アール以上、又は農業従事日数

60日以上という基準があります。

准組合員
農業者以外の人で、ＪＡ木曽地区管内にお住まい
もしくは勤務地があり、ＪＡ木曽の事業を

利用いただける人。

　正組合員も准組合員もＪＡ木曽の様々な事業サービスや施設を利用できます。
　准組合員は正組合員と違い、総代会での議決権や役員の選挙権はありませんが、正組合員ととも
に地域の農業や経済を支えるパートナーです。一人一人の組合員が主役となり、力を合わせてより
豊かなくらしを目指します。

木祖地区運営委員会の様子木祖地区運営委員会の様子

ＪＡ公式ＬＩＮＥＪＡ公式ＬＩＮＥ
はこちらはこちら



米の価格は需要と供給の
バランスなどで決まります！
米の価格が決まるしくみ
　量が増えると価格が下がり、足りなくなると価格が
上がる――。私たちの身の回りにある商品と同じよう
に、米の価格も「需要と供給のバランス」などを基に
決まっており、「生産にかかるコスト」も考慮していく必
要があります。
　最近の米の価格高騰の背景には、①国による需要と
供給の見通しが実際とズレたこと（農家は国が示す目安
を参考にして米を作っています）②米の不足感が強まり、
米を確保する競争が激しくなったこと――などがあります。
これらを含む複数の要因が重なり合い、今の米の価格と
なっています。

　近年、米の不足感があるなか、ＪＡ以外に
も様々な集荷業者等が投機的な目的も含め、
個別に農家を回り、より有利な価格を提示す
るなどして農家との取引を拡大しようとしてい
ます。
　そのため、農家は販売先の選択肢が増え、

図２. 農水省の需要の見通しと実績
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図３. 米の流通経路別流通量の状況（令和6年産米）

資料：農水省資料を基に作成。 注１：集荷業者団体には、全集連系を含む。　注２：「卸・小売等」には、加工事業者等を含む。
注３：四捨五入の関係で、計と内訳が一致しない場合がある。
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折笠 俊輔さん

公益財団法人流通経済研究所
農産物流通に詳しい

おりかさ しゅんすけ

ＮHＫクローズアップ現代
など、メディア出演多数

集荷競争が起こっています。こうした状況が、
米の価格形成に影響を与えています。
　米価は一般的な商品と同じように市場原
理に基づいており、ＪＡが米価を操作し、無理
につり上げるようなことはできません。ＪＡは年
間を通じた安定供給を目指しています。

「ＪＡが米価をつり上げている」は誤解です

米流通に関する
折笠さんの
詳しい解説は
こちら



特集❷

自己改革工程表 令和７年度の取り組み
ＪＡ木曽ＪＡ木曽

　ＪＡ木曽は「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域活性化」を基本目標とする創造的自己改
革の実践に取り組んできました。今後も自己改革の実践を支える持続可能な経営基盤の確立・強化と
ともに、組合員との対話を通じ、総合事業を基本として「不断の自己改革」に取り組んでまいりま
す。ここに令和７年度11月末現在の取り組みを報告します。

（
注
）
実
績
は
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
き
そ
数
量
（
４
㎏
）
を
含
む
Ｊ
Ａ
全
体

＝農業と協同の力で木曽の未来をささえます＝＝農業と協同の力で木曽の未来をささえます＝

長期ビジョン
2025-2027  3ヵ年計画

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
数量目標（c/s） 330,000 330,000 330,000 265,000
数量実績（c/s） 303,690 263,026 249,220 275,597
単価実績（円） 1,224 1,505 1,632 1,509

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
数量目標（c/s） 11,400 11,400 11,400 7,000
数量実績（c/s） 8,533 6,522 6,375 6,081
単価実績（円） 2,528 3,554 3,660 3,610
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はくさい実績推移 いんげん実績推移

農業者の所得増大・農業生産の拡大

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

　７年度の販売単価は出荷当初より高値で推移し、全国的に生産量が減少した影響もあり、平均
単価は６年度から引き続き高水準となり、長野県平均を大きく上回る結果となりました。
（インゲン２㎏：木曽平均4,085円：長野県平均単価2,746円　差額1,339円）
　生産農家の高齢化による離農により生産件数は８件減少（６年度比）しましたが、大口生産者
の作付面積拡大により、販売数量は前年対比105.4%の結果となりました。
（インゲン２㎏：７年度　4,041c/s　６年度　3,834c/s　207c/s増加）
　次期３ヵ年計画（２年目）は、気候の温暖化が進む環境下でも、木曽の標高は優良農産物育成
にとって強みになること、いんげんは軽量高単価品目であり稼げる農業であることのPR施策を
更に強化し、後継者や新規就農者確保に向けた取り組みを継続します。

い
ん
げ
ん

は
く
さ
い

　野菜生産部会・農村支援センター等と共に病害・雹害・猛暑に対する情報を共有し、都度対策
を講じることにより品質の良い「御嶽はくさい」を出荷してまいりました。近年の猛暑や高温・
干ばつ等により他産地が品質維持や数量確保に苦慮している中、「御嶽はくさい」は天候や病害
虫による影響が少なく高い評価をいただき、単価は６年度と比較して減少しましたが、数量は
回復し前年比110.6％となりました。７年度は、出荷量を５年度の実績に戻せるように10月の
播種時期を延長し、出荷量増加を進めました。
　次期３ヵ年計画（２年目）は、市場関係者の評価を広報しながらブランド力を更に高めること
で、木曽で白菜を生産してみたくなる人を呼び込む施策を継続します。

１． 販売農家育成・
生産者収量増加対策による販売拡大

▶対象者…………………中核的担い手など
▶令和７年度目標………272,000c/s
▶令和７年度実績………281,678c/s
▶令和８年度目標………272,000c/s
▶令和９年度目標………272,000c/s
想定：売上増加効果…１c/sあたり50円UP

出荷数量 平均単価

令和７年度の
実  績  内  訳

はくさい 275,597c/s △123円
いんげん 6,081c/s △ 50円



▶対象者…中核的担い手や多様な担い手など
▶令和７年度目標…720万円
▶令和７年度実績…475万円
▶令和８年度目標…800万円
▶令和９年度目標… 900万円
想定：売上増加効果…単価150～1,500円

令和７年度の実績内訳
ミニトマト 50万円
黄なんばん 195万円
モ ロ ッ コ 104万円
ピ ー マ ン 126万円

農業者の所得増大・農業生産の拡大

２．振興品目野菜の取引の拡大を通じた売上増加

モロッコ実績推移

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
数量目標（c/s） 2,400 2,000 2,000 2,000
数量実績（c/s） 259 736 594 425
単価実績（円） 1,431 1,940 2,179 2,443
生 産 者 数 13 22 21 14

３．生産資材予約率向上によるコスト低減 

　令和７年資材注文書については、昨年度に引き続き資材価格高騰対策として予約特別価格で取り扱いを
行いましたが、予約率向上にはつながりませんでした。なお、予約率については年度末確認となります。
　大口生産者に対しては、生産者の要望を聞きながらメーカーとの交渉を継続しコスト軽減に努めてい
ます。次期３ヵ年計画（２年目）は、生産コスト低減に向けた取り組みを継続するとともに、物流情勢
の悪化（配送車両の確保・値上げ要請）を喫緊の課題として捉え、安定的かつ効率的な配送体制維持に
向けた対応を図ります。

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

単価計画 単価実績 差　　額
ミニトマト 150円 197円 47円UP
黄なんばん 1,200円 1,404円 204円UP
モ ロ ッ コ 1,500円 2,443円 943円UP
ピ ー マ ン － 2,410円 －

ミニトマト実績推移

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
数量目標(パック) 22,500 24,000 10,000 10,000
数量実績(パック) 3,455 4,393 2,086 2,512
単価実績（円） 143 160 182 197
生 産 者 数 22 25 22 15
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令和６年 令和７年
数量実績（c/s） 138 522
単価実績（円） 2,836 2,410
単  価  増  減 △426
生 産 者 数 5 10
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黄なんばん実績推移

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
数量目標（c/s） 2,860 7,500 3,000 3,000
数量実績（c/s） 1,355 1,673 1,454 1,385
単価実績（円） 821 1,000 1,199 1,404
生 産 者 数 35 35 37 30
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　令和４年から開始した振興３品目野菜普及は４年目を迎え、ピーマンを加えた４品目となりました。
　生産者数はミニトマト・黄なんばんは４年度から減少、モロッコは１名増加となり、出荷数量は伸び
悩みましたが、平均単価は４年度と比較して上昇を続けており、目標単価に到達することができまし
た。６年度から普及を進めたピーマンの生産者数は５件増加となり、平均単価は６年度と比較して安値
となりましたが、出荷数量は大きく増加し前年比378.2%となりました。全国的な高温で生産物の品質
維持が難しい状況が続きましたが、木曽の生産物は比較的影響が少なく単価UPとなりました。
　次期３ヵ年計画（２年目）は、市場からの評価が高く、多くの出荷要望のある振興品目野菜の生産者
を更に募集し売上増加を目指します。また、ＪＡ木曽パワーアップ事業を通じた苗代助成等により、振興

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

品目野菜を栽培
し易くするため
の環境づくりに
引き続き努め、
生産者数・作付
面積を維持する
ための取り組み
を着実に実践す
るとともに、鳥
獣害対策を含め
た農業振興施策
を実行します。

▶対象者……………………必要とする全ての方
▶令和７年度目標…………予約率65％
▶令和７年度実績…………２月末確定

▶令和８年度目標…………予約率68％
▶令和９年度目標…………予約率70％
想定：コスト低減効果…１袋あたり100円
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地域の活性化

食と農のイベント参加者数 
▶令和７年度目標…100人
▶令和７年度実績…269人
▶令和８年度目標…130人
▶令和９年度目標…150人

　福島小学校児童とのお米づくりは４年目を迎え、田植え・稲
刈りを通じて、農業の楽しさを実感してもらう機会となりまし
た。准組合員向けトウモロコシ収穫体験（32名参加）、管内こど
も園10施設へのトウモロコシ提供（開田高原産500本）等を通
じて木曽の新鮮な農産物に親しんでいただきました。南木曽総合
センター軽トラ市の定期開催や中部支所店頭で「御嶽はくさい、
ピーマン」販売等、木曽の農産物を地域の方に紹介しました。
Ａ・コープきそ店で開催したＪＡ祭では、「スタンプラリー、調理
体験、乳しぼり体験、籾殻宝探し、農機具試乗会」等の体験を通
じて、食と農を身近に感じていただくイベントを行いました。
　次期３ヵ年計画（２年目）は、“食と農”に関する取り組みの
継続と更なる充実を図るとともに、組合・地域の皆様との各地区
での交流を通じた対話を深めてまいります。

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

令和７年度の実績内訳
お 米 づ く り 体 験
（田植え・稲刈り・調理教室） ３回

管 内 こ ど も 園 へ の
ト ウ モ ロ コ シ 提 供 10施設

職 員 チ ャ レ ン ジ 農 園 年間取組
南 木 曽 軽 ト ラ 市 年間取組
トウモロコシ収穫体験 １回
ＪＡ祭（体験コーナー） 141名
中部支所農産物展示紹介 年間取組
は く さ い 播 種・
収 穫 体 験（ 職 員 ） ２回

４．木曽地域の子牛出荷頭数維持 
▶対象者………………畜産農家
▶想定：産地の維持
▶令和７年度目標……420頭

　畜産（子牛・肥育・酪農）は、農家の高齢化、飼料・燃料価格高騰による生産コスト上昇、牛乳消費
減退、枝肉・子牛価格下落等により厳しい状況が続いています。
　次期３ヵ年計画（２年目）は、子牛の単価ＵＰに向けた市場価値の高い種雄牛の使用・受精卵移植、
優良精液購入による種付け等を通じて有利販売できる環境づくりを引き続き進め、販売頭数の確保に努め
ます。また、分娩監視装置・発情監視装置の普及等を通じた農家の負担軽減に繋がる提案、増頭・保留牛
に対する支援を通じた畜産農家数・出荷頭数維持と担い手育成に向けた取り組みを継続します。

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

▶令和７年度（11月末）実績…302頭
▶令和８年度目標………………420頭
▶令和９年度目標………………420頭

農業者の所得増大・農業生産の拡大

▶令和７年度目標………………10億７千万円
▶令和７年度（11月末）実績…９億８千５百万円

２．農畜産物販売高 
▶令和８年度目標…11億円
▶令和９年度目標…11億円

ネ ッ ト 注 文・
定期購入利用者数

　ネット通販サイト「ＪＡタウン」に管内農作物や加工品を出品し、全国の皆様にご利用いただきました。
【７年度出品：お茶だにぃ～、木曽牛ビーフシチュー・キーマカレー、開田産とうもろこし、御嶽はくさい】
　次期３ヵ年計画（２年目）は、出品内容・出品数の検討を行い、利用者数増加に向けた対策を講じます。

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

１．販売チャネルの拡大による生活購買収益増加 

経営基盤の確立・強化

▶令和７年度目標………………1,000人
▶令和７年度（11月末）実績…734人

特集❷

▶令和８年度目標…1,000人
▶令和９年度目標…1,000人



対話・意思反映

項　　目 令和７年度計画 令和７年度11月末実績
正組合員との訪問・対話（人数） 1,000人 271人

地区別懇談会（回数、出席人数） 60回 40回　486人

運営委員モニター（意見提出人数） 10人 10人

女性部員モニター（意見提出人数） 10人 10人

組合員の意見はがき（回収数） 正組合員：600通
准組合員：400通

　正組合員：475通
　准組合員：316通

組合員とＪＡ職員の交流活動（回数） 50回 52回

みなさまのお声をお聴かせくださいみなさまのお声をお聴かせください

　自己改革の実践にあたっては、正組合員との
対話や「正組合員とともに、地域農業や地域経
済の発展を支える組合員」である准組合員の声
も聴くことで、正組合員と准組合員が一体と
なったＪＡ運営を実現します。併せて組合員の
評価を踏まえながら必要な見直しを行います。
　また、農業振興の応援団でもある准組合員の
事業利用にあたっては、正・准組合員の利用状
況を把握したうえで、改革の目的である「農業
者の所得増大」につながるよう取り組みます。

　農畜産物販売高は、はくさい・いんげんの数量確保と振興品目の高値推移、畜産販売頭数維持により
目標を達成できる見込みです。グリーンファーム店は、供給高目標を達成できる見込みであり、引き続
き来店客数の増加に向けて品揃えを充実し、講習会・相談会開催を通じて愛される店づくりを進めます。
　次期３ヵ年計画（２年目）は、産地の維持、農家数・作付け面積維持に向けた取り組みを継続します。

令和７年度の状況と令和８年度以降の取り組み

経営基盤の確立・強化

３．グリーンファーム店供給高 
▶令和７年度目標………………９千万円
▶令和７年度（11月末）実績…８千万円

▶令和８年度目標…９千万円
▶令和９年度目標…９千万円

住 所
（〒　　　　　　　　　　　）

氏
ふ り が な

名
年 齢

性 別 男・女

電話番号 職 業

組合員資格
（いずれかに○） 正組合員 准組合員 その他

当ＪＡが取り組んでいる自己改革について

特集ページ（８～11p）をご確認いただき、あなたのそう思うレベルに○印を
つけてください。

クイズ答え（番号）

ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望など
（ご意見・ご要望は事業運営の参考とさせていただきます。）

身近な出来事、話題など
（広報誌にて紹介させていただく場合がございます。）

評価しない 評価する１ ２ ３ ４ ５

き り と り 線

2026.２月号

　令和７～９年度の目標として掲げて取り組
んできた内容のうち、以下の３点についての
取り組みについてどの程度評価しますか。取
り組み内容については８～11ページをご覧
ください。
　❶中核的担い手の販売拡大
　❷振興品目野菜の売り上げ増加
　❸食と農を通じた地域活性化

自己改革の取り組み評価について



理事会だより理事会だより

●１月29日㈭ 開催
【協議事項】
①12月末事業現況について
② 令和６年産米の米穀共同計算結果の審議につ
いて
③令和８年組合員総集会の開催について
④ ＪＡ木曽自己改革工程表令和７年度の取り組
みについて
⑤Ａ・コープきそ店舗リニューアル計画について
⑥組合員出資口数の減資について

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」開催ご案内

■虹のサークル開催について
　今年も虹のサークルを開催いたします。
　２月14日の13：00より「引出しアレン
ジ」の制作をいたします。ご参加のほどよろ
しくお願いいたします。また、３月以降も開
催いたしますので、決まりましたらお知らせ
いたします。
　皆さまのご参加
お待ちしております。
☎ 0264-23-2513
担当：渡辺まで

月　日 場　所 時　間
２／18 ㈬

ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

２／24 ㈫
３／ ２ ㈪
３／ ８ ㈰
３／14 ㈯

【報告事項】
①業務一般経過報告について
②令和７年度下期中間監事監査報告書について
③令和８年度定期人事異動基本方針について
④単体自己資本比率の状況について
⑤ 早期警戒制度の実施に伴う農業協同組合に関
する経営状況について
⑥員外利用率の報告について
⑦農業生活事業報告について
⑧金融共済事業報告について
⑨ 令和７年11月末部門別損益計算書の報告に
ついて
⑩広報ＪＡきそ「組合員の声を聴く」投稿報告
⑪組合員の脱退について ほか

料金受取人払郵便

差出有効期限

令和８年５月
31日まで
（切手不要）
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缶遊び体操

⑵ つかんだ缶をひっくり返し
ます。⑴⑵を10回繰り返
します。

⑷ つかんだ缶をひっくり返し
ます。⑶⑷を10回繰り返
します。

⑴ 机の上に２本の缶を置き、
両手を内側にひねって缶を
つかみます。

⑶ 机の上に２本の缶を置き、
両手を外側にひねって缶を
つかみます。

地区組合員総集会開催のお知らせ

１．開催日程

　ＪＡ木曽の事業並びにＪＡ自己改革の報告、令和８年度事業方針等について、組合員の皆さまと
意見交換を行い、事業への反映や理解と積極的な協力を得るため、各地区で開催いたします。
　詳細は各支所からの通知でご確認ください。皆さんお誘い合ってぜひご出席ください。

開催日 時　間 地　区 会　場

3／2㈪
15：00～ 福 島 本所第１会議室

13：30～ 大 桑 野尻地区館

3／3㈫
10：30～ 楢 川 奈良井公民館

15：00～ 上 松 上松町ひのきの里
総合文化センター

3／4㈬
15：00～ 日 義 日義農村環境改善センター

13：30～ 南 木 曽 南木曽会館

3／5㈭
13：30～ 木 祖 村民センター

14：00～ 開 田 開田高原西野研修センター

3／6㈮
14：00～ 三 岳 三岳交流センター

10：00～ 王 滝 王滝生活店２階会議室

２．協議事項
　⑴事業並びに運営の現況について
　⑵ 2025～2027 ３ヵ年計画及び自己改革
工程表進捗状況について

　⑶令和８年度事業計画について
　⑷その他

大勢参加していただいた昨年の福島地区総集会大勢参加していただいた昨年の福島地区総集会



ＪＡバンクからのお知らせ



お申し込み・お問い合わせは
㈱長野県A・コープまごころ宅配センター

026-214-7817

①  れんこんは薄くスライスし、酢水に10分程度浸してから水気を
しっかりと切ります。

② ロースハムは８等分に切ります。
③ Ⓐを混ぜ合わせます。
④ フライパンにサラダ油を熱し、①を炒めます。
⑤ れんこんが半透明になったら②を加えて炒めます。
⑥  全体に火が通ったら③を加えて炒め合わせ、塩・こしょうで味を
調えます。

れんこん ……… 120ｇ
ロースハム …… ２枚
サラダ油 ……… 小さじ２

┌ マヨネーズ … 大さじ２
Ⓐ| カレー粉 …… 小さじ１/２
　└ 白だし ……… 小さじ１
塩・こしょう …… 少々

　れんこんは根菜類の中ではビタミンＣが多く、
じゃがいもを上回る含有量を誇ります。ビタミン
Ｃは抗酸化作用があり、疲労回復効果、免疫力の
向上などが期待されます。本来ビタミンＣは熱に
弱いのですが、れんこんに含まれるでんぷん質に
より、加熱しても残存率が高くなっています。

一口メモ

安心を、いつでも手元に。
アプリをダウンロード！

他にもWebで住所変更や
契約内容確認ができる等、
便利な機能がたくさん！

Webマイページの
ご登録が必要です！

Web請求のご利用に
は、

25169990287
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り
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り
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おたよりコーナー 令和７年12月にいた令和７年12月にいた
だいたおたよりからだいたおたよりから

冬休みに入った畑をみながら収獲直前に忽然と
姿を消した色も形も良かった南瓜を思い出す。
どこかで美味しく食べてもらえただろうか…
 （木祖：川口さん）

初めて白菜を種から育てて150株ほど植え付
けたが、結球したのは10分の１だけ。あと
はゆるく結球いわゆるボカボカだった。が、
嬉しい収穫だった。 （日義：田中さん）日義 田中 ）嬉 収穫 （日義

小学校でお米を作りました。たくさんとれたの
で販売もしました。家でも食べました。自分た
ちで作ったお米は特別おいしかったです。
 （開田：太田さん）田 太田さん） （開田

７月に祖父母の家に引っ越してきました。３年
前に祖母が亡くなり空き家になっていたのです
が、冷凍庫の中に祖母が遺したスンキが。それ
を種にスンキを作り、先日品評会にも出品しま
した。祖母が守ってきた味や暮らしを継ぎ守っ
ていきたいです。 （王滝：樋口さん）

７月末に夫婦で越してきました。楽しい出会
いも多く毎日が新鮮です。古い家なので冬支
度に追われています。 （南木曽：岡沢さん）

環境に優しい再生紙と
ベジタブルインキを使用しています。

今回は女性部木祖支部の手芸教室で作った米袋のバッ
グからの問題です。左右の写真を比べると、３ヵ所の
間違いがあります。挑戦して下さい。クイズの解答を
募集します。

※ 出題エリア№は、左図の通り
です。番号を確認のうえ、ご
記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

『
③
・
④
・
⑨
』

（
間
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い
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し
の
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え
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こ
こ
）

★
当
選
者
の
発
表
は
、
賞

品
の
お
届
け
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も
っ
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て
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た
だ
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す
。

１月号の答え

※ただし、お一人様一通の応募とさせていただきます。
※印刷によるキズや汚れは関係ありません。

　11、12ページのハガキを点線で切り取り、必要事
項をご記入の上、ＪＡ木曽本支所窓口、Ａ・コープき
そ店備え付けの応募箱へお出しいただくか郵送してく
ださい。ＪＡ木曽ＨＰからの応募も可能です。

応 募 方 法

◎応募の締切　２月27日㈮ 必着
投函日にご留意ください。

　正解者の中から抽選で６名の方に
「信州まるごと茶」１袋
（3.5ｇ×24包入）をプレゼント。
　長野県Ａ・コープオリジナル信 
州産原料100％ブレンド茶です。
　ホット・アイス、お好みでどうぞ。

今月のプレゼント

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

□発　行：木曽農業協同組合
　　　　 長野県木曽郡木曽町福島2800  〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　亀子 宗樹
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